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今年度を振り返って   ～ 新たな取組の２年次 ～ 

副会長  松  林 智  照 
 

 新たな取組の２年次としてスタートした今年度，島事研は，昨年度に引き続き「学校財務と教育課程」

をテーマとした研究活動の推進と，世代交代に対応した事務職員育成のための様々な取組を進めることを

重点方針に掲げ，１年次の活動を検証し，会員の皆様のご意見も参考にしながら活動を行ってきました。 
 
 

１ 「学校財務と教育課程」をテーマとした研究活動の推進 

 “財務マネジメント能力の向上”に重点を置いた活動として，昨年度，研究部から提案をしました目標

達成の活用シートの取組を，今年度も継続して行いました。実践による成果と課題の報告が多く寄せられ

るよう期待しています。 

 １１月に松江市で行いました第４２回研究大会では，研究委員会による全事研鳥取大会発表報告と，３

年ぶりとなる地区担当の研究発表を行っていただき，それぞれの研究や実践を共有しあう場とすることが

できました。また２月のセミナーでは，財務マネジメント力を身につけることを目的に，一日を通して，

集中的に，演習形式で，というこれまでにはなかったスタイルでの研修を行いました。いずれもこの２年

間の締めくくりという意味で企画をしました。ぜひ今後の行動に繋げていってほしいと思います。 
 

２ 事務職員育成のための取組 

 島事研は，事務職員の役割と目指す姿を明らかにし，研究大会やセミナーを通じ，計画的研究・研修活

動を進めています。しかし，急激な世代交代が進行する中においてそれだけでは不十分であり，育成研修

の充実が望まれます。特に採用から５年程度の事務職員の指導体制の確立と事務グループ制でのリーダー

の育成は急務であると思われます。 

 そこで，島事研では今年度も，島事研として考える目指す事務職員の役割と必要な能力を示し，県の育

成方針と具体的研修案を作成し，県教育センター・県教委に対し提案し話し合いを行っています。 
 
 
 

 以上のように島事研では，昨年の「行き場所を示す提案」から，今年度は「実践」をキーワードに活動

を行って参りました。全事研鳥取大会での発表で島事研研究委員会は「この実践が各地における研究活動

の一助となることを願うとともに，今一歩踏み出せずにいる学校事務職員が第一歩を踏み出すきっかけに

なることを期待します。」と最後に結びました。まさに“実践を”ということです。 

 また，今年度も継続して行いましたアクションプランの発信（学校財務ウィークの取組 

＆授業を観に行こう）も少しずつ成果が表れてきています。今後はもっと多くの皆さんが， 

さらに一歩を踏み出して，積極的な実践を重ねられることを期待しています。そして，そ 

れらを共有化していろいろな実践から学ぶことにより，島事研ビジョンに示す目指す事務 

職員像の実現に繋がっていきますように願っています。 
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                                   共同実施会 主任  響 芳秋 

  平成１６年度から横田中学校に「きめ細かな学習指導や教育の情報化の支援等のための事務部門の強化対応を行う

学校への事務職員の配置」を受け，旧横田町小中学校で「学校事務共同実施」が始まりました。同時に「横田町学校

事務共同実施協議会の設置に関する要綱」が設置され，４部制（人事・情報・財務１・財務２）により学校事務共同

実施を行ってきました。学校事務の効率化・平準化を図り，「子どもの豊かな育ちを支援する学校事務」，「教員の

事務負担の軽減により教員が子どもたちと向き合い，きめ細かな指導を行えるための時間を確保」することを目的と

し，活動を展開してきました。平成１７年３月には，旧仁多町と旧横田町の２町が合併し，奥出雲町の小中学校数は

１３校となりました。合併後，専門部（財務・人事・情報）を３部制に改め，あわせて小中学校を３地域グループに

分けて「学校事務共同実施」を開始しました。その後「学校事務共同実施」の円滑な運営を図るため「奥出雲町立小・

中学校事務共同実施会運営規則」を設置しました。 

 昨年度からは，地域グループの活動を充実させ，地域グループ内の学校の規模や校種の違い・経験年数などによる

事務量の差が共同実施を行うことにより解消され，さらなる事務の平準化が推進されています。 

 

 

奥出雲町学校事務共同実施会
（奥出雲町学校事務共同実施会運営規則）

奥出雲町学校事務共同実施協議会
（奥出雲町学校事務共同実施協議会の設置に関する要綱）

（構成）奥出雲町教育委員会
　　　　奥出雲町小・中学校の校長
　　　　奥出雲町教頭会代表者
　　　　奥出雲町小・中学校の事務職員

（役員）会　長　教育長
　　　　副会長　仁多郡校長会長
　　　　主　任　事務リーダー
　　　　副主任　事務リーダー

企画委員会（学校事務改善委員会）

教育委員会代表者　１名
校長会代表者　　　２名
教頭会代表者　　　１名
事務職員　　　　　４名(地域ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ、専門部長)

＊学校事務改善に関する事項
＊学校事務共同実施会の運営に関する事項
＊校長会・教頭会・関係機関との連携・協調

地域グループ

＊定例会の開催
＊教育委員会との連携強化
＊OJT(組織内研修)の充実
＊職能開発・教養・実務研修
＊兼務発令による学校間事務支援
＊学校事務共同実施
　地域ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動の評価
　(成果と課題の検証)
＊新規採用事務職員等の事務支援
＊破棄文書一括処理

仁多地域1・仁多地域2・横田地域

専　門　部

＊共同購入・印刷
＊報償費、使用料
　 手数料等一括処理
＊教材備品購入計画
＊輸送費にかかる連絡調整
＊補助金要望書作成
　 執行関係手続き
＊予算要望書作成
＊予算配当、就学援助
＊関係機関との連絡調整

＊諸手当認定確認
＊台帳整備確認
＊年末調整確認点検
＊旅費請求内容例示等
＊福利・厚生事業周知
＊規則改正内容の周知徹底
＊事務処理徹底
＊事務だより作成
＊人事関係情報周知

＊文書管理規程徹底
＊関係事務処理規程整備
＊ｻｰﾊﾞｰ活用管理
＊学校間共有ﾃﾞｰﾀ管理
＊共同情報処理ｼｽﾃﾑ管理
＊共同備品台帳ｼｽﾃﾑ管理
＊学校用ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ管理
＊ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽのﾕｰｻﾞｰ管理
＊情報研修
　　(ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ活用、HP作成)
＊情報化予算要望資料作成
＊情報化環境整備推進

財務部　　　　　　　　　人事部　　　　　　　　　情報部
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『共同実施をうまく進める方法』  

奥出雲町立高田小学校 校長 門脇 進 

 

 遡ること十余年，「学校事務・業務の共同実施を推進するた

めの方策を検討すること。」（平成１０年９月中教審答申）以

来，共同実施が全国各地へ広まりつつあるのは周知のとおりで

す。併せて，事務主幹や事務リーダー等の職制改革，「事務

長をおくことができる」との学校教育法施行規則の改正など，

怒濤の如く押し寄せる大波をどうにか乗り越えて，ここ数年はよ

うやく足が地に着いてきたような気がします。 

 この大変革の中で特に私の目を引きつけたのは「事務の共

同実施による教職員配置の実践的調査研究事業の実施につ

いて」（平成１８年５月文科省）です。それには「調査研究を委

託する条件」として「新たな学校事務の業務内容と事務職員

の役割の例」に「学校のトータルプロデューサーを目指す新しい

学校事務職員像の構築」とあるのです。 “トータルプロデュー

サー”・・・・・何とも心地よい響きではありませんか。（文科省もな

かなかやるなぁ）名実共にこうありたいものですね。もし，今，やろう

か，やるまいか，二の足を踏んでいる懸案事項があれば，この

言葉をその心に留め置いていただければ幸いです。私たち管

理職はいつでもその背中を強く押してあげましょう。 

さて，ここで“共同実施のコツ”について，鳥取県南部町の学

校事務職員だった石井宏美氏（現在は鳥取県男女共同参画

センター勤務）の講演から，いくつかご紹介しましょう。（他にもたく

さんありますが，紙面の都合で今回はごく一部だけ・・・・・・。） 

 

○ 気後れしない。堂々と。共同実施は当たり前。  

→どんどん「共同実施」と言いましょう。 

○ 楽しそうにやる。 

→人はそういうとこ
．．
に寄ってくるよね。 

○ 誰でもいつでもウェルカム。 

→ネットワークはこうして広がる。楽しく広げる人間関係。 

○ どこでも誰でも体当たり。 

→結構みんな理解あるよ。 

○ 人の良さを認める。 

→これくらいのキャパの大きさは持とう。 

○ とりあえず乗ってみる。 

→自分の考え，自分の判断なんて，たかが知れてる。 

○ 「できない」と口にしない。 

→人の意欲を損なうことだけはやめよう。 

○ 相談，相談，相談，みんなの知恵を借りましょう。 

 →三人寄れば文殊の知恵。 

 

どうです？何か力が湧いてきたって？そうそう，その調

子ですよ。Take it easy. 

 最後に，奥出雲町の共同実施と有能多才

な事務職員の方々に出会えて最高に幸

せです。感謝！(Adding for their honor，

ほんわかとした幸せではなく，毎日が切磋

琢磨の充実した幸せです。） 

   

 

  

奥出雲町学校事務共同実施会の取組 
       奥出雲町教育委員会教育長  安部 隆 

   

平成１６年４月，文部科学省指定「きめ細かな学習指

導や教育の情報化の支援等のための事務部門の強化

対応を行う学校への事務職員の配置」事業が，旧横田

町の横田中学校を拠点校としてスタートした。主なねらい

は，学校事務の適正化・効率化を推し進めること，教職

員の負担軽減を図り，学校教育活動を支援することであ

る。現在は，３つの地域会(横田・仁多１・仁多２)と３つの

事業部会（財務・人事・情報）を構成し，地域の実態を踏

まえた事業を展開しており，県下に誇る取組であると自負

している。 

  特に評価すべきことは，【財務部】：①町内統一学校

予算要望書の作成 ②各種大会へのバス輸送計画立案 

③共同印刷・備品購入業務一括処理 【人事部】：①諸

手当・年末調整等の情報提供 ②「共同実施会たより」の

発行 ③旅費請求サンプル等の作成 【情報】：①ケーブ

ルビジョンによる学校行事の情報提供 ②学校ホームペ

ージ更新への取組 ③教職員用パソコン等の管理 【地

域会】：①横田・仁多地域グループ内小中学校間双方

向での支援体制の強化 ②校長会・教頭会・教育委員

会等との連携強化 ③新規採用職員の研修支援及びグ

ループ内研修等である。 

  それぞれに，学校事務職員個々の特性を生かしなが

ら創意工夫し，協力して事業を展開している。これからの

課題は，この一体感を継続することと情熱と努力によって

生み出された余裕や時間が有効に活用され，教師と子

どもがゆとりをもってふれあう姿が

増え，子どもも教職員にも笑顔が

増えてくるようにすることであると

考えている。 
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わ
が
子
が
小
学
校
に
入
学
し
た
当
時
、
元 

気
な
「
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
」
を
期
待
し
て 

い
た
私
に
学
校
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
ど
う

や
ら
、
体
育
の
時
間
は
校
庭
の
隅
か
ら
皆
を
眺
め
、
給
食
は
職

員
室
。
授
業
中
は
好
き
な
本
を
読
ん
で
ば
か
り
・
・
・
そ
う
い

う
生
活
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ど
う
し
て
、
他
の
子
ど

も
と
同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
？
学
校
の
職
員
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
ん
な
わ
が
子
の
状
態
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

毎
日
の
よ
う
に
帰
っ
て
か
ら
一
日
の
様
子
を
聞
く
よ
う
に
な
っ

た
。「
集
会
に
は
参
加
し
た
の
か
？
」
、「
誰
と
給
食
を
食
べ
た
の

か
？
」
な
ど
な
ど
事
細
か
に
。
私
も
話
を
聞
け
ば
怒
り
モ
ー
ド

と
な
り
、
子
ど
も
か
ら
も
私
か
ら
も
笑
顔
が
消
え
て
い
っ
た
。 

あ
る
時
、
学
校
へ
様
子
を
見
に
行
く
と
授
業
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
わ
が
子
が
歌
を
歌
い
だ
し
た
。
曲
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
「
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
」。 

 

♪
そ
れ
な
の
に
僕
ら
人
間
は
ど
う
し
て
こ
う
も
比
べ
た
が
る 

一
人
一
人
違
う
の
に
そ
の
中
で
一
番
に
な
り
た
が
る 

そ
う
さ 

僕
ら
は
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花 

一
人
一
人
違
う
種
を
持
つ
♪ 

 

そ
の
フ
レ
ー
ズ
を
聴
い
て
涙
が
出
て
き
た
。
保
育
園
生
活
と

は
違
う
小
学
校
生
活
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
い
け
ず
本
人
も

ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
自

分
を
理
解
し
て
ほ
し
い
、
見
守
っ
て
ほ
し
い
、
と
言
っ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。 

私
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
知
ろ
う
と
も
せ
ず
に
笑
顔
ま
で

も
奪
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
し
た
。
で
き
な
い
こ
と
を
責

め
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
あ
げ
る

べ
き
だ
っ
た
と
。 

あ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
ね
・
・
・
と
笑
っ
て
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
の
経
験
を
忘
れ
ず
に
、
仕
事
や
生
活
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
う
。 

 

「子
ど
も
の
人
権
」 

益
田
市
立
西
益
田
小
学
校 

日
高
幸
枝 

◇ 講義「学校財務を通して学校づくりを考えよう」 
～学ぼう 学校財務マネジメントの進め方～ 

  講師 京都教育大学大学院 連合教職実践研究科 
教 授   竺 沙 知 章 

 
◇ 行政説明 島根県教育センター総務グループ課長 
                   右 田 益 子 

２月７日 
ニューウェルシティ出
雲 

学校に求められていることや，地域の信頼に応えるため

に何が必要か，など組織マネジメントを取り入れることで

わかりやすく説明していただきました。今後，地域との渉

外調整や教頭と異なった視点で校長を補佐することなども

意識して日々の業務に取り組んでいきたいと思います。ま

た，グループで演習を行うことで他地域の方の話を聞くこ

とができ，とても参考になりました。行政説明では，普段

関わりはあるがわからないことの多い教育センターの組織

などの話を聞くことができて良かったです。     

海士町立海士中学校  吉田 保 

午前中ＰＤＣＡを利用して「自校のミッション検

索」をして発表し合いました。午後はグループで一

緒に学校のミッションに添った学校予算書つくり

をしました。私の学校では予算要求のシステムもな

く，与えられた予算をほぼ前年度の実績をもとに配

分をしていましたが，先生が言われた 「学校のミ

ッション，ビジョンの実現」→「重点化と共有化」

→「資源の集中」 この考えを一番に考え予算配分

を考えなくてはいけなかったと反省しました。    

益田市立高津小学校  小川紀子 

今年度の採用で，自校のことでもまだまだ見えていない部分が多い

状態で，自校に期待される役割といったものを考えることができてい

ませんでした。しかし，そこを意識していくことで，今後，事務処理

一つをとっても何かしらの変化を加えることができるのではないかと

思いました。       

奥出雲町立阿井小学校  堂端昌志 

竺沙教授の学校財務と組織マネジメントについての講演，大変勉強になりま

した。現在 1年目ということもあり，ただ目の前の仕事にあっぷあっぷしてい

る最中，マネジメントなんて絶対無理！！などと考えていました。ところが，

実際に自校のミッションを多方面から俯瞰考慮(ふかんこうりょ)し，筋道だててお金の流

れを考えるということは，頭の中が整理され，ただ漠然と仕事を進めるよりも

目的や方法がしっかりする最良の方法だと気づかされました。目の前だけに焦

点を当ててばかりでは，私たちが一体何のために仕事をしているのかという大

事なことすら見失ってしまうところでした。今日の講演で得た知識・考え方を，

少しでもこどもたちの役に立てられるようがんばっていきたいと感じました。      

松江市立佐太小学校  佐伯圭一 

島根県の事務職員の方々のお話を聞くことができ，また

優しさや温かみに触れることができたことがとても嬉しか

ったです。講義の内容についても，自校ではどうか，様々

なケースを当てはめて考えながら聞くことで，普段の自分

を振り返ることができました。機会があれば是非また参加

させていただきたいと思います。 

       山口県光市立島田小学校  山本ひとみ 

今回，セミナーに参加しようと思ったのは，教育委員会の業務を行

う上で最も重要である，事務職員の方がどのようなことを研修で学ば

れていて，どのように学校で生かされておられるのかを知る必要があ

ると強く感じたためでした。今回以外にも，郡内の事務職員さんの研

修にも参加しましたが，内容としてはどちらも学校経営の在り方，マ

ネジメントの進め方をどのようにするべきかといったものでした。 

学校は保護者，地域のニーズにこたえるものであるという点で，ど

ちらの研修会も一致しており，事務職員の方が重要視されている点が

よくわかりました。 

私は学校現場の最前線には残念ながら立つ立場ではありませんが，

今回のセミナーで学習した点を踏まえ，最前線に立つ，学校事務職員

の皆さんのお手伝いができればと思います。これからもコミニュケー

ションを大切にして微力ながらもよりよい学校づくりの一端を担っ

ていきたいと思います。 

美郷町教育委員会 学校教育係係長 岩谷知広 
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「保護者との良好な関係づくり講座」報告 
大田市立温泉津中学校  津田 耕一 

講師：東京都立川市立第一中学校 校長 嶋崎 政男 

東京の学校を 
取り巻く環境 

 
・東京都では平均して年間
４，５件のクレームが学
校に寄せられる。大阪で
はその３倍のクレームが
寄せられている。 
・東京都での２０１０年採
用試験の倍率は１．０を
割っている。 
・東京都の教職員のうち訴
訟保険に入っている教職
員は約７割にのぼる。 

  島根県教育庁総務課に勤務して  島根県教育庁総務課 伊藤 豪芳 
 

今年度の４月から，島根県教育庁総務課に配属され勤務しています。 

総務課では，主に職員の給与に関わる仕事をしています。          

給与・旅費は当然適正に執行されるもので，職員が安心して学校の教育活動に専念できる環境のため 

に必要不可欠です。事務職員の重要な職務の一つだと思います。 

今までは，手当，旅費について実績に基づき書類を作成し，提出するという作業を繰り返していました。 

しかし，今までと環境が変わって，制度所管課勤務になり，給与・旅費の適正執行を指導する立場になりました。例え

ば，手当認定でわからないことがあれば教育事務所に質問をしていたのが，逆に，教育事務所から質問されるようになり

ました。 

 その度に，関係法令，条例，規則，通知集，手引きを読み込み，さらに事例集を参照しながら，制度に合致しているか

確認しています。当然わからないことも多いですが，「学校の中で唯一の行政職員」だった現場とは違い，行政事務職員

の目線でのアドバイスをその場でたくさんもらい，助けてもらっています。 

 総務課で勤務することになり，行政職員としての意識がより高まり，法規の大切さ（法によって拘束されているが逆に

法によって守られている・何かをするには裏付け，根拠が必要ということ等）を学ぶことができました。また，複数の事

務職員の中で仕事をすることは私にとって貴重な経験になりました。 

 今後，学校に近い事務局職員の強みをいかして，学校現場の課題克服のために関係諸機関と連携を取って職責を果たし

たいと思っています。 

 

 保護者からのクレーム対応 
 
☆ 心理的事実は受け止めて，客観的事実は後回し 
    → 保護者の不安な気持ち，心配等を汲み取る 
 
☆ ３つの「一つのリスペクト」 

① 一枚の名刺を渡す   ② 一杯のお茶を差し出す 
③ 一人は待つ（保護者を学校内で出迎え，見送りをする） 

・ 誠意を見せる（「誠意」とは「目に見える具体的な行動」金品は絶対渡さない） 
・ 打つ手がなくなったときには教育委員会や司法書士に助けを求める 
（司法書士はペアレント問題をよく取り扱う） 

・ 相手に優しくしてほしかったら，まず自分から優しくすること。 
・ 無理な要望（クレーム）をされた場合，予め規則化しておき，「本校ではそういっ
た対応はできないというふうに決まっている」と対応する。それ以降も強要され
る場合は「強要罪」として訴える。 

 
☆ 面接の３原則 

① 人 目的の人のみに限定する（用のない人は別室対応） 
② 場 場所は学校に限定（ファミレス等にしない） 
③ 時 拘束時間は５０分～１時間が限界。常識的な時間は１８～１９時ぐらい。 

夜遅くまで教職員を残すような要望は受け容れない。 
※ 要求の肥大化を防ぐ 感 想 

 

保護者との良好な人間関係をつくるにあたって，クレーム対応は初期の対応が重要だと知った。そのときに一番考え

ないといけないことは，保護者の気持ちに寄り添うことだ。こちらの言い分は後回しでもいい。保護者が何に不満・不

安・心配を感じているのか，そこを掴むことが保護者と繋がる上で重要だと思った。 

 また，保護者は対面するべき存在ではなく，同じ目的に向かって協力する存在であるという認識をもって望むことが

重要である。子どものために私たちがどのような役割を果たし，どのように連携していくことが大切か。そこを共通理

解していきたい。 

 驚いたことは，法的な対応も止むを得ない事例があるということだ。私たち自身が法に守ってもらうことがあるかも

しれない。その時に備えて自分達を守るための法律についても知識を持っていることが大切だということがわかった。 

 「誠意」ということばが心に残った。誠意とは形として見える行動でなくてはならない。 
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【編集後記】 最近のＣＧアニメ映画はすごい。リアルな画質はもちろん

だが，私はとくに，ストーリーに関心を寄せている。友情，絆，家族…といった，

どれもじーんと考えさせられる内容となっているものが多い。とくに私が最近「お

お…！」と感じたものは，『ヒックとドラゴン』だ。人権の視点でみると，とても考

え深い内容である。噂だけで判断することの愚かさ，本物（正しい知識）を知るこ

との大切さを改めて感じる。 

もちろん，子どもから大人まで純粋に楽しめる内容である。私にとって，と 

ても考えさせられた映画だった。    D． I 
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この原稿依頼の話を聞き，さっそく先日，参観授業を観に行き

ました。私は，授業を観に行く時間より，朝夕や昼休みに校内を

歩き，備品を始めとする物品の配置状況を確認し，安全点検もし

ながら誰もいない教室に照明がついていないかといった，校内の

状況を確認することが大切だと感じ実践してきました。しかし，

授業中の子どもたちの様子をながめ，備品の活用状況を確認し，

計画を考え創造することも必要だと感じました。実際に授業を

「観て」「感じて」「考える」ことは，我々が積極的に学校運営へ

参画していくうえで，とても重要なことだと気づきました。 

浜田市立今福小学校 大野善功 

今年度の『授業を観に行こう！』の理由は２つ。１つめは，今

年度しか感じられないであろう“雰囲気の変化”を体感するため。

２つめは，教室の明るさ（というか，使用中の蛍光灯の種類がこ

れでよいか。）が気になったため。 

その行為を，それなりに表現するならば，『児童理解と環境整

備』ということになるかもしれない。ただ，今の私にできること

は，『統合に至るまでの，たくさんの人の仕事を無駄にしないこ

と。』（暫くコレ）だと思っている。（^-^） 

大田市立温泉津小学校 岡 里恵 

 

原作：千葉ひろみ  画：大橋幸子 
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